































A Practical Study on Child Care and Education: Language





























































































































































































































































































①とても難しかった ②難しかった ③どちらともいえない ④あまり難しくなかった ⑤全く難しくなかった 合計
5 24 66 56 9 160
3.1% 15.0% 41.3% 35.0% 5.6%
①とても役にたった ②役に立った ③どちらともいえない ④あまり役に立たなかった ⑤全く宅に立たなかった 合計
13 88 52 3 0 156




































①とても役にたった ②役に立った ③どちらともいえない ④あまり役に立たなかった ⑤全く宅に立たなかった 合計
15 88 46 11 0 160




































①大変効果的 効果的 ③どちらでもない ④あまり効果的でない ⑤全く効果的でない
10 109 37 4 0 160
6.3% 68.1% 23.1% 2.5% 0.0%
– 249 –
保育内容演習（言葉）における授業実践
ら子どもへの理解が深まった。アンケートの記述に「子どもって自分が思っている以上に大人
だった」や「それを書くことでより子どもについて考えた」とあるように、子どもをしっかり
と見つめる或いは見つめようとする眼が育まれたと思われる。また「意外と子どもたちのこと
を見ていなかった」のように、自らの気づきのあった学生も見られた。
③「園だより」等を想定した文章作成能力の育成
　300字という限られた字数の中で、簡潔な言葉を用い論旨が明快で読みやすい文を書くとい
う文章力を磨く機会であった。学生は自分自身の文章力の力量を知り、今後修得していかねば
ならない能力であることを自覚したようである。
　「ことばあつめ」の記録用紙には一言あるいは１行程度しか書かれていなかった記述が、グ
ループワークにおいて質問を受けたり意見の交換を通してエピソード記録となり、さらにそれ
が保護者などに読んでもらう文章へと進化をとげたことは大きな成果である。
５．おわりに（今後の課題）
　「子どものことばに耳を澄ませる」という課題をもって実習に臨み、授業の中で考察を深め
る作業を通して子ども理解が深まった。また、グループワークを取り入れることで多様な視点
から子どもを理解することができた。そしてそれらをレポート形式（エピソード）、「園だより」
（報告書）といった異なる文体で記述する訓練ができたことが本ワークの成果である。同時に
いくつかの課題も浮上した。
　１点目は、グループワークの際、グループの構成員によってその質に差が生じたことである。
アンケートには欠席者が出たために作業の中断を余儀なくされた等の不満が書かれていたが、
グループワークの難しさや相互協力の重要性について学ぶ機会になったと思う。保育者にとっ
て行事や日常業務の遂行等、日頃より相互の協力が不可欠である。グループワークは保育者と
しての資質が問われる演習であるともいえる。学生自身がこのグループワークの持つ意味に気
づき、自覚を持って取り組んでいけるような指導が必要である。
　もう一つの課題は質の問題である。エピソード記録の「考察」を考える際に文献の参照をす
るよう指導したが、実際に文献検索を行った学生はほとんど見られなかった。考察内容の質の
向上に関する教員の適切な助言や指導が今後の課題である。
（注）及び参考文献　　　　　
１　『幼稚園教育要領　平成29年告示』フレーベル館、2017年、p.7
２　上掲書、p.19
３　 保育等の実践や場面の記録の方法論として、鯨岡峻はエピソード記述を提唱した。鯨岡はエピソード記述は
「背景」「エピソード」「考察」の３項目で構成されるとしている。
（鯨岡峻『エピソード記述入門―実践と質的研究のために』東京大学出版会　2005年、鯨岡峻／鯨岡和子『保
育のためのエピソード記述入門』ミネルヴァ書房　2007年）
４　 清道亜都子「保育実習日誌の記述における困難感の分析―学生へのアンケート調査をもとにして―」三重短
期大学「生活科学研究会紀要」62号、2014年、p.27

